
得
た
の
は
、
吉
田
家
と
の
緊
密
な
関
係
を
抜
き
に
し
て
考
え
ら
れ
な

い
と
思
わ
れ
、
両
者
の
関
係
は
そ
の
後
の
後
世
派
医
学
の
発
展
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
）

名
古
屋
玄
医
（
一
六
二
八
’
一
六
九
六
）
は
い
わ
ゆ
る
「
古
方
派
」

の
嗜
矢
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
医
学
思
想
と
数
多
い
彼
の
著

作
に
つ
い
て
の
詳
細
な
吟
味
は
、
未
だ
甚
だ
不
充
分
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
彼
の
医
学
思
想
と
代
表
的
な
著
書
と
さ
れ
て
い
る
『
医

方
問
余
』
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
し
て
み
た
い
。

彼
の
医
学
思
想
の
根
本
は
一
つ
は
「
貴
陽
」
（
陽
を
貴
ぶ
）
で
あ
り
、

あ
土

も
う
ひ
と
つ
は
「
歴
試
」
（
歴
ね
く
試
ゑ
る
）
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
貴
陽
」
と
は
『
陰
陽
応
象
大
論
註
疏
』
の
中
に
、
「
貴
陽
は
枢
業

（
素
問
・
霊
枢
）
の
本
旨
な
り
、
易
の
義
な
り
」
「
四
百
四
病
ひ
と
り

一
陽
の
欝
と
衰
と
に
て
起
ら
ざ
る
は
な
し
」
と
あ
る
如
く
、
病
気
の

原
因
を
中
国
医
学
に
伝
統
的
な
「
陰
陽
論
」
に
立
ち
か
え
っ
て
説
き
、

陽
気
を
生
命
の
根
元
と
し
、
陽
気
を
助
け
る
こ
と
を
治
法
の
原
則
と

す
る
考
え
で
あ
る
。
こ
の
考
え
は
金
元
以
降
の
中
国
医
学
が
「
臓

名
古
屋
玄
医
の
医
学
思
想
と

『
医
方
問
余
』
に
つ
い
て

花
輪
壽
彦
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肺
」
の
陰
陽
・
虚
実
、
五
行
配
当
に
よ
る
病
理
と
、
と
か
く
思
弁
に

傾
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
説
が
氾
濫
し
て
い
っ
た
点
に
対
す
る
批
判
と

し
て
、
思
弁
的
な
病
因
の
穿
鑿
を
保
留
す
る
意
味
で
提
出
さ
れ
て
い

う
（
》
○

ま
た
思
弁
的
な
議
論
に
対
す
る
批
判
は
、
経
験
主
義
的
な
事
実
の

重
視
へ
と
移
行
し
、
こ
の
点
が
「
古
方
派
」
と
称
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ

に
共
通
し
た
臨
床
的
な
態
度
と
な
る
が
、
名
古
屋
玄
医
の
中
に
は
っ

き
り
と
こ
う
し
た
姿
勢
が
象
え
る
。

『
丹
水
子
』
中
に
「
歴
試
す
る
所
無
く
し
て
、
直
ち
に
医
書
の
述

ぶ
る
所
を
以
て
之
を
療
し
て
、
多
く
敗
を
取
れ
ば
な
り
。
今
の
人
、

他
邦
の
医
と
聞
く
と
き
は
、
則
ち
軽
々
し
く
信
じ
て
之
に
投
ず
。
是

何
と
い
う
こ
と
ぞ
や
。
」
と
歴
試
の
重
要
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
が

そ
れ
で
あ
る
。
『
丹
水
子
』
の
中
に
は
哺
嘉
言
は
『
医
門
法
律
』
を

作
り
て
、
『
金
瞳
要
略
』
を
註
し
、
『
尚
論
篇
』
を
作
り
て
『
傷
寒

論
』
を
註
す
。
諸
氏
に
卓
越
す
る
こ
と
甚
だ
遠
し
。
然
る
に
『
寓
意

草
』
に
曰
く
、
『
疫
を
治
す
る
に
敗
毒
散
を
用
い
て
人
参
を
倍
す
れ

あ
・
え

ぱ
治
す
る
者
多
し
』
と
。
こ
れ
未
だ
俗
習
を
免
れ
ず
。
予
肯
て
こ
れ

を
信
ぜ
ず
。
こ
れ
に
よ
っ
て
二
害
の
言
も
ま
た
か
え
っ
て
疑
を
生

ず
」
と
あ
り
、
こ
う
し
た
批
判
精
神
が
自
ら
の
経
験
に
よ
る
、
薬
効

の
実
際
的
な
評
価
の
重
視
と
な
っ
て
い
く
。

『
医
方
問
余
』
（
延
宝
七
年
自
序
、
十
巻
）
は
、
眼
科
門
五
巻
・
外
科

門
五
巻
・
口
科
門
一
巻
・
小
児
門
二
巻
・
婦
人
門
二
巻
を
も
合
せ
る

と
彪
大
な
書
物
で
百
科
全
書
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
強
い
注
解
害
で
あ

る
が
、
「
貴
陽
」
思
想
に
よ
る
中
国
医
家
の
批
判
と
、
「
歴
試
」
に
基

づ
く
「
自
家
経
験
方
」
を
諸
所
に
提
示
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ

る
。

本
書
の
冒
頭
に
は
「
万
病
は
皆
、
風
寒
湿
に
て
生
ぜ
ざ
る
は
な

し
。
細
分
す
れ
ば
則
ち
風
寒
湿
の
三
気
な
り
。
総
言
す
れ
ば
た
だ
一

箇
の
寒
気
の
拳
。
寒
気
の
人
を
傷
る
な
り
。
陽
気
の
虚
す
る
に
因
っ

て
な
り
。
」
と
あ
り
、
陽
気
を
補
う
こ
と
が
治
療
の
要
諦
で
あ
る
と

述
べ
、
「
問
余
」
と
は
、
「
先
ず
よ
く
虚
を
治
し
、
而
る
後
に
宜
し
く

そ
の
病
む
所
の
余
を
問
い
、
之
を
治
す
尋
へ
し
。
」
の
義
に
よ
っ
て
名

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
各
科
の
疾
病
を
統
一
的
な
病
因
観
で

と
ら
え
よ
う
と
い
う
視
点
を
承
る
こ
と
が
で
き
る
。
江
戸
時
代
ま
で

の
日
本
の
医
学
は
絶
え
ず
中
国
医
学
の
影
響
下
に
発
展
し
て
き
た

が
、
独
自
の
展
開
を
示
す
た
め
に
は
ま
ず
百
科
全
書
的
な
注
解
書
が

ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
で
名
古
屋
玄
医
の
果
し
た
役

割
は
き
わ
め
て
大
き
く
、
「
駆
邪
湯
」
「
逆
挽
湯
」
「
利
隔
湯
」
な
ど
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彼
の
創
製
し
た
処
方
は
そ
の
後
の
医
家
に
広
く
受
け
つ
が
れ
て
い
っ

た
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
）

江
戸
時
代
中
期
に
台
頭
し
た
古
方
派
の
医
学
は
、
吉
益
東
洞
の
出

現
に
よ
っ
て
一
つ
の
極
点
を
迎
え
、
日
本
漢
方
界
の
一
大
勢
力
と
な

っ
て
浸
透
し
た
。
そ
の
東
洞
よ
り
一
年
早
い
元
緑
十
四
年
（
一
七
○

一
）
に
生
ま
れ
、
東
洞
と
は
全
く
異
な
る
独
自
の
医
学
体
系
を
構
築

し
た
の
が
内
藤
希
哲
で
あ
る
。
わ
ず
か
三
十
五
歳
で
世
を
去
っ
た
希

哲
の
名
は
富
士
川
『
日
本
医
学
史
』
に
す
ら
見
え
ず
、
最
近
ま
で
ほ

と
ん
ど
注
目
を
浴
び
る
こ
と
な
く
埋
も
れ
て
い
た
。
「
五
経
一
貫
」

を
旨
と
し
た
希
哲
の
医
説
は
、
医
史
学
的
に
も
臨
床
的
に
も
極
め
て

興
味
深
い
。
今
回
は
主
著
『
医
経
解
惑
論
』
を
通
し
て
彼
の
医
説
の

特
色
を
閲
明
に
し
、
そ
の
医
史
学
的
な
位
置
づ
け
を
考
え
て
象
た

い
。

希
哲
の
医
学
に
臨
む
基
本
姿
勢
は
、
「
五
経
一
貫
」
に
尽
き
る
。

信
州
松
本
に
生
ま
れ
早
く
に
医
を
志
し
た
彼
は
、
『
万
病
回
春
』
の

著
者
葵
雲
林
（
延
賢
）
の
医
説
よ
り
惑
い
が
始
ま
り
、
種
々
の
遍
歴

内
藤
希
哲
の
医
説

丸

山

敏
秋
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